
一般の部
◆文 芸 祭 賞　木下喜代男（高山市三福寺町）
◆江夏美好賞　該当なし
◆高山市長賞
　　小　　説　団藤翔一（大垣市）
　　俳　　句　佐藤満知子（高山市初田町）
◆高山市議会議長賞
　　現 代 詩 　後藤　順（岐阜市）
　　短　　歌　横山清子（高山市千島町）
◆高山市教育長賞
　　短　　歌　谷口茂雄（高山市江名子町）
　　小　　説　山附純一（高山市国府町宇津江）
◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　短　　歌　稲泉真紀（高山市大洞町）
　　短　　歌　武藤久美（高山市七日町）
　　俳　　句　吉田紀美子（高山市丹生川町北方）
　　現 代 詩 　芝原　靖（高山市清見町三ツ谷）
　　現 代 詩 　山附純一（高山市国府町宇津江）
　　児童文学　平岡佐一郎（高山市塩屋町）

青少年の部
◆青 竜 大 賞　
　　短　　歌　玉腰大輝（吉城高校1年）
◆青　竜　賞
　　短　　歌　井上愛理（神岡高校3年）
　　短　　歌　森下明音（吉城高校3年）
　　短　　歌　岡田千佳（吉城高校1年）
　　俳　　句　稲垣圭伸（吉城高校3年）
　　俳　　句　岩　愛子（吉城高校3年）
　　俳　　句　門前凛音（斐太高校1年）

第44回 飛騨文芸祭入賞者決まる

本年度は、新年市民互礼会を開催しませんので、表彰式は
別途行います。詳細については、関係者にご案内します。 

　

祖
父
は
九
十
歳
を
過
ぎ
て
も
、

毎
日
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
資
料
に
埋
も
れ
た
稽
古
場
で
、

太
棹
三
味
線
を
抱
え
て
黙
々
と
譜

起
こ
し
に
精
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
譜
起
こ
し
と
は
、
ま
だ
譜
面

に
な
っ
て
い
な
い
曲
を
譜
面
に
残

す
作
業
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、

若
い
頃
に
耳
に
し
た
民
謡
や
自
身

が
作
曲
し
た
浪
曲
を
後
世
に
残
そ

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

（順不同）

　

菊
花
展
は
、
秋
の
風
物
詩
と
し

て
長
ら
く
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
数
年
前

か
ら
開
催
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
山
市
文
化

協
会
・
櫻
山
八
幡
宮
な
ど
関
係
団

体
の
支
援
の
も
と
、「
た
か
や
ま

菊
花
会
」
を
設
立
し
、
高
山
の
伝

統
文
化
で
あ
る
こ
の
催
し
を
昨
年

よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
初

心
者
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
受
講

さ
れ
た
皆
様
と
、
か
ね
て
か
ら
菊

花
展
を
参
加
さ
れ
て
い
た
方
々
の

作
品
を
集
め
、
櫻
山
八
幡
宮
と
高

山
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
展
示

し
ま
す
。

　

秋
の
佳
き
日
、
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
る
菊
の
花
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

本
年
三
月
に

開
催
を
予
定
し

て
い
た
「
湯
山

昭
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
、
令

和
三
年
二
月

二
十
七
日
に
延

期
し
て
開
催
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し

て
県
が
独
自

◇
会
場
・
期
間

　［
桜
山
八
幡
宮
］

　

十
月
二
十
四
日
（
土
）
～
十
一

　

月
八
日
（
日
）

　［
文
化
会
館
］

　

十
一
月
九
日
（
月
）
～
十
五

     日
（
日
）

◇
観
覧
無
料

初代坪内喜智老栄と三味線
三代目坪内喜智琅栄

う
と
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

本
人
曰
く
、

「
全
部
譜
面
に
な
っ
た
時
は

百
五
十
歳
や
な
」

　

民
謡
三
味
線
流
派
「
坪
内
流
」

の
初
代
家
元
坪
内
喜
智
老
栄
（
き

ち
ろ
う
え
い
）、
本
名
坪
内
吉
郎

は
、
大
正
七
年
に
三
福
寺
町
の
農

家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
斐
太
実
業
学
校
を
卒
業
し
、

75

新春を寿ぐ恒例行事「飾り物展」の作品を募集します。
新年の祝賀にふさわしい題材の作品をお待ちしています。
◇テーマ　干支「丑」又は歌会始お題「実」　　　　　　　　　　
　  　　　※題に「実」の字が入る、又は「実」を表すもの。読みの音
　　　　　訓は問いません。
◇資格　　市内の町内会、同好会、各種団体、市内在住の個人
◇規格　　概ね100センチ×90センチに収まること
◇応募　　応募用紙に必要事項を記入の上、12/25（金）までに郵送、
　　　　　ＦＡＸ、持参。ＨＰからの応募も可。
　　　　　応募用紙は、文化会館窓口にて配布
［飾り物展日程］
◇日時　　令和3年1月15日（金）～17日（日）
　　　　   午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）
◇会場　　文化会館3階講堂

　　　　ヤングチャレンジ部門　
高校生以下を対象とし、身近な道具で作る、若い感性あふれる飾り物を
募集します。※「ヤングチャレンジ部門」と明記してください。

作品募集 ※12/25㈮締切

三味線大会の大合奏（昭和54年）

初代喜智老栄（昭和41年）

一本線譜

農
家
と
し
て
生
活
を
す

る
中
、
酒
席
で
三
味
線

に
出
会
い
、
す
ぐ
に
そ

の
音
色
と
弾
く
様
の
虜

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
日
中
戦
争
の

た
め
満
州
に
出
兵
し
ま

し
た
が
、
片
時
も
三
味

線
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
は
無
か
っ
た
と
言
い

ま
す
。
復
員
後
す
ぐ
に
「
米
俵
一

俵
」
で
三
味
線
を
買
い
、
四
六
時

中
三
味
線
を
弾
い
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
の

ど
自
慢
大
会
が
あ
り
、
町
内
の
方

の
三
味
線
伴
奏
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
カ
ネ
は
一
つ
で
し
た
が
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
三
味
線
の
修

行
に
出
か
け
る
こ
と
を
勝
手
に
決

め
、妻
と
息
子
に
農
業
を
任
せ（
押

し
つ
け
）
三
味
線
と
大
き
く
重
い

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
背
負
っ
て

汽
車
に
乗
り
、
東
京
の
津
軽
三
味

線
の
祖
、
木
田
林
松
栄
先
生
に
弟

子
入
り
す
る
な
ど
、
全
国
の
津
軽

三
味
線
の
師
匠
に
手
ほ
ど
き
を
受

け
に
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。
残
さ

れ
た
家
族
は
本
当
に
苦
労
し
た
そ

う
で
す
。

　

四
十
八
歳
に
な
っ
た
昭
和

四
十
一
年
、
木
田
先
生
か
ら
坪
内

林
松
栄
の
名
を
授
か
り
、
指
導
者

と
し
て
帰
郷
し
た
後
は
飛
騨
で
初

め
て
の
津
軽
三
味
線
の
教
室
を
開

く
だ
け
で
な
く
、
長
女
の
光
子
を

連
れ
て
汽
車
で
岐
阜
市
や
美
濃
加

茂
市
な
ど
県
内
各
地
へ
赴
き
、
三

味
線
の
伝
承
に
努
め
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
、
民
謡
会
派

「
坪
内
流
」
を
旗
揚
げ
。
初
代
家

元
と
な
り
名
も
坪
内
喜
智
老
栄
と

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
三
味
線

指
導
は
師
匠
の
演
奏
を
目
で
見
て

た
か
や
ま
菊
花
展

令
和
二
年

10/24㈯
▼

11/15㈰

令和3年 新春飾り物展

真
似
る
事
が
主
流
の
中
で
、
坪
内

流
は
正
確
に
多
く
の
人
が
演
奏
で

き
る
よ
う
に
譜
面
に
残
す
こ
と
を

推
奨
し
ま
し
た
。
自
身
も
「
一
本

線
譜
」
を
考
案
し
、
稽
古
し
た
後

も
自
分
で
効
率
的
に
稽
古
が
で
き

る
よ
う
、
津
軽
三
味
線
、
飛
騨
の

に
制
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

り
、
入
場
者
数
が
制
限
さ
れ
る
た

め
、
次
の
要
領
で
席
の
振
り
替
え

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
（
十
二
月
十
九

日
）
に
先
立
ち
、
三
月
に
予
定
さ

れ
て
い
た
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お

持
ち
の
方
は
、
十
二
月
五
日
か
ら

優
先
的
に
席
の
振
り
替
え
（
交
換
）

を
行
い
ま
す
。

　

十
二
月
五
日
・
六
日
に
限
り
、

今
お
持
ち
の
チ
ケ
ッ
ト
に
近
い
座

席
に
座
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

エ
リ
ア
分
け
し
た
範
囲
内
で
席
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
以

降
は
、
残
っ
た
席
か
ら
自
由
に
席

を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

十
二
月
十
九
日
か
ら
発
売
す
る

チ
ケ
ッ
ト
は
、
振
り
替
え
後
に

残
っ
た
席
の
中
か
ら
選
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ

ト
発
売
開
始
以
降
で
も
、
振
り
替

え
は
可
能
で
す
。

　

な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
は
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
再
度
の
購
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
の
キ
ャ
ン

セ
ル
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付

け
て
全
額
を
返
金
し
ま
す
。

［
公
演
内
容
］

◇
日
時　

令
和
三
年
二
月

　

二
十
七
日
（
土
）
午
後
二
時
開

　

演
◇
会
場　

文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

◇
料
金
　
Ｓ
席
一
般
三
千

　

五
百
円
／
メ
セ
ナ
メ
イ
ト
会

　

員
三
千
円

　

Ａ
席　

一
般
二
千
五
百
円
／

　

メ
セ
ナ
メ
イ
ト
会
員
二
千
円

※
ジ
ュ
ニ
ア
（
十
八
才
以
下
）
は
、

　

Ｓ
席
Ａ
席
共
に
五
百
円

［
チ
ケ
ッ
ト
振
り
替
え
開
始
］

◇
十
二
月
五
日
（
土
）
午
前
十
時

［
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
］

◇
十
二
月
十
九
日
（
土
）
午
前
十

　

時 

「
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト 

Vol. 

30
」

◇
日
程　

十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

夜
◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

民
謡
、
全
国
各
地
の
民
謡
、
そ
し

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
次
々
と
発
表

し
、
門
下
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
。
昭
和
四
十
七
年
に
は
飛
騨
体

育
館
に
て
第
一
回
の
坪
内
流
三
味

線
大
会
（
現
芸
能
大
会
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
時
代
も
民
謡
ブ
ー
ム

が
追
い
風
と
な
り
、
門
下
が
四
百

名
を
超
す
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
の
民
謡
団
体
に

声
を
掛
け
、
現
在
も
続
く
高
山
民

謡
連
合
会
を
結
成
し
定
期
的
な
発

表
会
を
開
催
し
た
り
、
様
々
な
楽

器
や
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
入
れ
、
お

客
さ
ま
を
楽
し
ま
せ
る
催
し
を
数

家族写真（昭和32年頃）

高山市文化協会の恒例行事とし
て開催し、毎年多くの方に参加い
ただいている新年市民互礼会は、
昨今の新型コロナウイルス感染症
の広がりに鑑みて、今年度の開催
を中止することといたしました。
同時に開催する高山市文化功労
者顕彰の授与式および、飛騨文
芸祭入賞者の表彰式については、
別途開催することとしました。詳
細については、関係者にご案内
します。

新年市民互礼会の
中止について

湯山昭コンサート開催日程決定
2/27土 チケットの取り扱いについてのお知らせ

多
く
開
催
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

平
成
三
年
、
私
の
父
で
あ
る
長

男
に
家
元
を
譲
り
、
宗
家
と
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
毎
日
三

味
線
を
傍
ら
に
創
作
活
動
や
保
存

活
動
を
続
け
、
平
成
十
五
年
に
は

地
域
民
謡
の
研
鑽
が
認
め
ら
れ
、

岐
阜
県
文
化
功
労
顕
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

晩
年
は
こ
れ
ま
で
任
せ
き
り
だ

っ
た
山
や
畑
仕
事
に
も
携
わ
る
よ

う
に
な
り
、家
に
帰
れ
ば「
百
五
十

歳
」
ま
で
か
か
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
平
成

二
十
八
年
に
九
十
九
年
の
生
涯
を

終
え
る
ま
で
、
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
実
に
幸
せ
で
有
意
義

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

10 25 日
入場無料

要入場整理券（開場1時間前より配布）

会員1名につきジュニア（18才以下）2名同伴可
メセナメイト会員証を提示ください

高山市民文化会館 小ホール

メセナメイトシアター 会員限定無料上映会

今日も嫌がらせ弁当 不器用な母親の実話に基づく感動の物語 神田伯山
独演会

チケットは、おかげさまで完売いたしました チケット残り僅か

完売御礼

①午後2時～②午後7時～（開場各30分前）

日本語音声・日本語字幕
上映時間106分

三遊亭円楽爆笑寄席

※未就学児入場不可

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　　500円

日11 15 午後2時開演/午後1時15分開場

高山市民文化会館 大ホール

チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館及びネット受付 　 　
http://www.takayama-bunka.org/
　　　forms/20201115bakusyo.html 




